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Z
干昭

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

一

す
。

一

八
十
年
代
の
幕
明
け
を
記
念
す
べ
き、

一

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
皆
さ
ま
の
ご

一

健
勝
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す

だ

と
と
も
に
、
平
素
か
ら
市
政
に
対
す
る

ご
理
解
と
ご
支
援
に
対
し
、
深
く
感
謝

え-つ
ロ
岡
山
F

主
#
T

広、、，J
''

日
可

制“
認

月
物

ロ
便

年
郵

幻
強

制
刊

3
昭
第

/
ぺ

市

議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
謹

一

ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ

一

ま

す
。

一

こ

こ

に
輝
か
し
い
一
九
八

O
年
の
新

号
春
を
迎
え
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
清
福

C
U
 

別
と
ご
繁
栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と

第

と
も
に
、
平
素
市
政
に
格
別
の
ご
理
解

戸

t
'
d協
力
を
い
た
だ
れ
て
お
り

t
f
こ

~ 806号一

新

春

を
迎
え
て

上
田
市
長

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
わ
が
国
の
経
済
は
、
公
共
事

業
を
中
心
と
し
た
景
気
浮
揚
策
、
史
上

最
低
を
記
録
し
た
低
金
利
政
策
な
ど
に

よ
り
、
全
国
的
に
長
び
い
た
不
況
の
中

か
ら
、
や
っ
と
脱
却
し
た
か
の
感
触
も

つ
か
の
間
、
東
京
サ
ミ
ッ

ト
と
時
を
同

石

井

泉

じ
く
し
て
、
オ
ペ
ッ
ク
に
よ
る
第
二
次

の
石
油
危
機
が
報
ぜ
ら
れ
、
深
刻
な
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
時
代
の
到
来
で
、
国
の
経

済
は
も
と
よ
り
、
地
方
自
治
体
の
行
財

政
は
さ
ら
に
厳
し
い
時
期
を
迎
え
た
の

で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
当
市
に
お
き
ま
し

年
頭
に
あ
た
つ
て

上
田
市
議
会
議
長林

軍

と
を
心
か
ら
お
札
を
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
た
し
は
昨
年
、
甫
議
会
議
員
選
挙

後
招
集
さ
れ
た
五
月
の
臨
時
市
議
会
に

お
い
て
、
図
ら
ず
も
議
長
の
重
職
に
就

任
し
ま
し
た
。
以
来
、

公
正
で
円
滑
な

議
会
の
運
営
こ
そ
市
勢
の
伸
展
に
不
可

欠
な
要
件
と
存
じ
努
力
を
い
た
し
て
ま

山、

nリ
歩
か

1
レ
れ
~
。

治

顧
み
ま
す
と
、
昨
年
は
極
め
て
多
端

な
年
で
あ
り
ま
し
た
。

国
際
的
に
は
、
イ
ラ
ン
情
勢
に
み
る

エ
ネ
ル

ギ
ー
危
機
問
題
。
圏
内
に
お
い

て
は
、
昨
秩
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
後

の
政
界
の
混
乱
な
と
、
激
動
「
る
社
会

情
勢
下
に
越
年
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
内
M

汁
の
情
勢
下
に
台
い
て
、

O
幹
事
|
総
務
部
長
、
教
育
次
長
、

企
画
財
政
部
長
、
議
会
事
務
局
長
、

塩
田
支
所
長

国
土
利
用
計
画
策
定
部
会

(担
当
課

て
は
皆
さ
ま
が
た
の
ご
協
力
の
も
と
に
、

本
市
長
期
基
本
計
画
に
基
い
た
数
多
く

の
事
業
も
順
調
に
進
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。し

か
し
、
今
年
も
経
済
の
動
向
は
、

依
然
と
し
て
不
安
定
で
あ
り
、
市
の
財

政
も
極
め
て
困
難
を
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

創
意
と
工
夫
に
よ
り
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
か
ら
均
衡
あ
る
施
策
に
意
を
も
ち

い
、
市
民
が
健
康
で
豊
か
な
生
活
が
で

き
る
よ
う
、
諸
施
策
の
推
進
に
最
大
の

努
カ
を
惜
し
ま
な
い
決
意
で
あ
り
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ご
指
導
、

ご
協
力
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
で
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

当
市
に
あ
り
ま
し
で
は
社
会
福
祉
制
度

の
充
実
と
社
会
経
清
の
発
展
に
伴
う
市

民
皆
様
方
の
ご
要
望
が
多
様
化
す
る
中

で
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
施
策
の
推
進

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

民
主
主
義
社
会
に
お
い
て
は
、
と
く

に
政
治
や
行
政
に
た
ず
さ
わ

っ
て
い
る

者、

つ
ま
り
公
権
力
を
持
つ
側
が
、
常

に
住
民
の
意
志
を
尊
重
す
る
厳
し
い
反

省
を
忘
れ
で
は
な
ら
な
い
も
の
と
自
覚

を
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
本
年
も
市
政
に
対
し
倍
旧
の

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
・
お
願
い
い
た

し
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご
多
幸

を
心
ιr-
勺
む
祈
り
巾
し
t

に
司
ま
し

C
新

年
の
こ
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す

F

通
雄
さ
ん
、
小
宮
山
治
失
さ
ん

O
幹

事

1

企
画
財
政
側
長

各
策
定
部
会
は
、

一
月
末
を
日
標
に

原
案
を
策
定
す
る
た
め
三
同
程
度
会
議

タ
イ
ヤ
と
路
面
の
披
触
部
分
じ
水
を
合

ん
で
、
ス
リ
ー
ブ
事
政
を
起
し
点
、
寸
く

な
り
ま
す
。
と
く
に
高
速
道
路
で
は
、

ス
ピ

ー
ド
が
出
て
い
る
た
め
に
タ
イ
ヤ
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第、l
j

畑
町
市
は
、
昭
和
五
十
年
に
十
年
先
を
目

間
側
指
し
て
「
上
田
市
長
期
基
本
構
想
」
を

年
郵

柳
川
策
定
し
、
市
議
会
の
議
決
を
経
る
と
同

川
明
時
に
同
構
想
を
具
体
化
す
る
「
前
期
基

一

本
計
画
」
を
つ
く
り
、
各
種
の
事
業
を

一

進
め
て
き
ま
し
た
が
、
五
十
五
年
で
前

.た

期
の
計
画
が
終
了
し
ま
す
。

-え

そ
し
て
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

こ
う

し
た
意
見
を
土
台
に
、

市
は
五
十
六
年

報

か
ら
実
施
す
る
「
後
期
基
本
計
画
」
を

広

つ
く
る
た
め
、
昨
年
十

一
月
十
四
日
「
上

一

田
市
基
本
計
画
策
定
委
員
会
」
を
設
置

一

し
、
会
議
を
聞
き
ま
し
た
。

一

席
上
、

市
長
か
ら
委
員
の
委
嘱
が
な

一

さ
れ
、
会
長
・

副
会
長
の
選
任
、

策
定

日

部
会
の
編
成
お
よ
び
策
定
部
会
長
の
互

別
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ー

そ
の
結
果
、
会
長
に
小
林
軍
治
市
議

時
会
議
長
、
副
会
長
に
橋
詰
一
男
自
治
会

p
h
d
 

和
連
合
会
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
部
会

唱
編
成
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
決
ま

一

り
ま
し
た
。

一
マ
建
設

・
消
防
・
水
道
部
会

(
担
当
課

。

長

管

理

課

長

)

一

O
部
長
会

竹
内
義
憲
さ
ん

会
長
に
小
林
軍
治
さ
ん
、

議
会
の
運
営
こ
そ
市
勢
の
伸
展
に
不
可

欠
な
要
件
と
存
じ
努
力
を
い
た
し
て
ま

け、

n
y
i
z
e
fし
れ
」
。

副
会
長
に
橋
詰
一
男
さ
ん

O
委

員

|
飯
島
俊
勝
さ
ん、

工
藤
善

一
郎
さ
ん
、

小
宮
山
文
善
さ
ん
、
坂

口
雄
一
郎
さ
ん

O
幹
事
建
設
部
長
、
消
防
部
長
、

水
道
局
長

マ
福
祉
・
民
生
部
会

(
担
当
課
長
福

祉
課
長
)

O
部
会
長

中
沢
一
広
さ
ん

O
委

員

l
池

田

良

さ
ん
、
酒
井
君

代
さ
ん
、

花
里
吉
見
さ
ん
、
山
崎
善

四
郎
さ
ん

O
幹

事

|
福
祉
事
務
所
長
、
民
生
部

長
マ
商
工
・
農
政
部
会

(
担
当
課
長

商

工
課
長
)

O
部
会
長
|
水
出
善
助
さ
ん

O
委

員

泉

博
行
さ
ん
、

加
藤
一

幸
さ
ん
、

小
山
喜
太
郎
さ
ん
、
山
崎

通
雄
さ
ん

O
幹

事

|
商
工
部
長
、
農
政
部
長

マ
教
育
・
行
財
政
部
会

(
担
当
課
長

総
務
課
長
)

O
部
会
長
l
遠
藤
憲
三
さ
ん

O
委

員

l
小
林
軍
治
さ
ん
、
清
水
常

夫
さ
ん
、
橋
詰
一
一
男
さ
ん
、
小
宮
山

治
夫
さ
ん

SES---ssesa--e--sag--ssesa---e
s
-E
・g
・-a
s
e--saga-----z-asgaz--g
・・2Saz---

運
輸
省
で
は
、
摩
耗
タ
イ
ヤ
に
よ
る

ス
リ

ッ
プ
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
「
タ

イ
ヤ
の
摩
耗
限
度
」
を
定
め、

昭
和
五

十
四
年
十
二
月
一
日
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。

一
般
道
路
を
走
る
場
合
の
、
タ
イ
ヤ

の
種
類
別
摩
耗
限
度
|
溝
の
深
さ
の
限

度
ー
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

こ
の

「摩
耗
限
度
」
の
設
定
に
よ
っ

て
、
限
度
以
下
の
タ
イ
ヤ
を
使
用
し
て

い
る
車
は
車
検
が
不
合
格
に
な
る
の
は

も
と
よ
り
、
道
路
交
通
法
に
よ
る
整
備

不
良
車
両
運
転
禁
止
違
反
と
な
り
、
違

反
点
数
は
二
点
で
、
反
則
金
は
六
千
円

に
な
り
ま
す
。

の
政
界
の
混
乱
な
ど
、
激
動
す
る
社
会

情
勢
下
に
越
年
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
内
外
の
情
勢
烹
に
・
お
い
て
、

O
幹

事

l
総
務
部
長
、
教
育
次
長
、

企
画
財
政
部
長
、
議
会
事
務
局
長
、

塩
田
支
所
長

マ
国
土
利
用
計
画
策
定
部
会
(
担
当
諜

長
企
画
課
長
)

O
部
会
長
|
工
藤
善
一
郎
さ
ん

O
委

員

|
山
崎
善
四
郎
さ
ん
、

山
崎

タイヤの摩耗限度

E翠E盟

乗用車1.6ミリ以上

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
主
新

年
の
ご
あ
い
き
っ
と
い
た
し
ま
す
。

通
雄
さ
ん
、
小
宮
山
治
夫
さ
ん

O

幹

事

企

画

財

政

部

長

各
策
定
部
会
は
、
一
月
末
を
目
標
に

原
案
を
策
定
す
る
た
め
-
二
回
程
度
会
請

を
し
、
策
定
委
員
会
は
遅
く
と
も
二
月

下
旬
に
聞
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ツ
ル
ツ
ル
タ
イ
ヤ
は

事
故
の
も
と

ヤ を水接道
のとしを触路タ
場こで瞬ををイ
合ろい間よ走ヤ
はがま的くるの
排、すにす場溝
水溝 。排る合は
機の 水 た
能浅 すめタ雨
がく る に イ の
弱 な 大、ヤ日
くつ 切道とゃ
な た な 路地湿
りタ 役上面 つ
、イ 目ののた

タイヤの摩耗限度(一般道路)
タ
イ
ヤ
と
路
面
の
接
触
部
分
に
水
を
含

ん
で
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
を
起
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
と
く
に
高
速
道
路
で
は
、

ス
ヒ

l
卜
が
出
て
い
る
た
め
に
タ
イ
ヤ

が
路
面
か
ら
浮
き
上
が
り
、
排
水
し
き

れ
な
い
水
の
上
を
走
る
(
滑
る
)
こ
と

に
な
り
、
大
変
危
険
で
す
。

ま
た
、溝
の
す
り
減
っ
た
タ
イ
ヤ
は
、

新
し
い
タ
イ
ヤ
に
比
べ
て
制
動
距
離
(
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
て
か
ら
停
止
す
る
ま
で

の
距
離
)
も
長
く
、
そ
れ
だ
け
危
険
度

も
高
く
な
り
ま
す
。

タ
イ
ヤ
の
交
換
時
期
は

ス
リ
ッ
プ
・
サ
イ
ン
で

タ
イ
ヤ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
」
れ
以

上
す
り
減
る
と
危
険
で
す
よ
。
と
い
う

摩
耗
限
度
を
知
ら
せ
る
ス
リ

ッ
プ

・
サ

イ
ン
が
つ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
ス

リ
ッ
プ

・
サ
イ
ン
は
、
溝
の

中
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
設
け
ら
れ
て
い

る
H

突
起
物
。
で
、
こ
の
部
分
ま
で
タ

イ
ヤ
が
摩
耗
す
る
と
部
分
的
に
溝
が
な

く
な
り
、
タ
イ
ヤ
交
換
の
時
期
を
知
ら

せ
る
わ
け
で
す
。

ート小軽乗

輪ご型ト用
タ自 トラ

動 及ノEクJ、 7 ・ノ 串士

イ

事 Jク用
ヤ

。コ

周タ 事ヤスイ 朗タ 周タ タ
種

イ ィィイ
類

ヤ ヤヤヤ

量重
。
/OJ L ，リ、
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えつr 第 806号 (21明日品glo--一広報

新春を迎え、

代表の皆さんに次のことをおたずねしました。

サル年生まれの各層から 5人の

回

提2
2之

歳i?
玩ん
田

，
 
.• 

h
f
t
t
 

il
i
-
-
山

①あなたは今年どんなことをしたいと思いますか。

②あなたの20歳ごろをふり返ってみて、一番記憶に

残っていることは{可ですか。

③今年成人式を迎える皆さんに一言。

④あ なたが感じる上田市の好きなところ、 きらし瓦な

斉

査票
2ね

歳iz 
siん
田

ところlま・・ 0 

調和し

重 な遺

たずま

倉

沢

純

子

さ

ん

①輝かしき 80年代を迎えて私はやはり、自分の趣

昧に生きたいと思います。 それから 、人に迷惑

をかけない、また人に制約されない世界にだん

だんと踏込んでいきたいと思います。

②当時は登山が好きで、毎年 1週間単位でアルプ

スの山 々に登っていました。特に懐かしいこと

は、大町 から白馬岳 (2933m)に登り、その足で

糸魚川街道を糸魚川 まで、合計 100kmを徹夜で

歩いたことです。

③成人式を迎えた時の感激や抱負をいつまでも忘

れないでくださし、。

また、これから後、 何凶となく同級会などがあ

ると思いますが、自分の出席を友から期待され

るように心カfけでくださ1， )0

④好きなところは、市が市政の恨幹理念としての

人間形成(人づくり)に重点をおいている点で

す。たとえば、老人福祉センター活動などです。

きらいなところは、減反などによって荒廃した

土地 がめだってきたことです。

①Dtご午、ある有名なお寺の御住職にお筆をお願い

し七 ら、「忘己利他」と占いでくださいました。

これは、 「己を忘れ、人のために尽くせ」とい

うな11未かと思います。 このことばをいつも心の

版に刻みつけて、悔いのない人生を歩み続けた

f いと!ιL、ます一。

/③私の娘H、千代は戦争の品中でした。紺か黒の国民

IlIAに身を包んで、米 る日も米る 日も増産、増産、

fh;;.#fl:の毎日 で、11には表わせない苦労があ

ノ りま した

: ，_J;行L川、干の苦労は決してむだではありません。進

んで汗ヅfにぶつかり、そしてどんな仕事でもrfuJ

えう る強い精神を縫ってください。

!JHきなところは前山寺のすぐ Lの「塔の原」で

1・ 幼少のころからよくお友達と遊んだ思いH'，
の局所で、昨年も、桜の季節に訪れました。昔、

花見で栄えた慌の名所も、今は訪れる人もまば

り Pした

U 、.

たので

、何か

ていま

二つに

ら市内
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滝沢喜昭さん(昭和7年11月生まれ 47歳中之条) : 

f a ①私は社会では俗lこ1召和一けた生まれ H と酷評される世代の一員で丸 j
j長輸崎'示 省山戦前酬と激動する時一何点な く入山 ;

:'!t，; .: し点を過ごした感じがするので、今年を契機に生涯教育の時代、時 i
--'..酔容量 ι世 間を大切にして学習に励みたいと思います。 >

②青年団と消防に仲間入りすることが大人になった証しであった当時(

は、農村演劇の全盛期で、部落の集会所に連臼連夜集まり 、夜のふけ ?

るのも忘れて練習し、敬老会などに発表したりしてとて も楽しかっ 1
たことを思い出します。終了後の慰労会でウサギや鶏を持 ち寄り料 j
理を楽しんだが、はじめて口にしたドブロクの昧が忘れられません。 : 

③高度成長を遂げる聞に、お金には代えがたいものが失われたとよく j 
-- いわれますが、自分さえよければ…・ーという世の中でひ とこと親、 i 

j毎・・・・v④周 囲 山 緑 川 恵 ま ー 然 環 境 。 永 い 歳 月 献と調和し ;

4註;a...... r お年寄りを大切にして欲しいと思います。 !

i ・E圏構a・・・・・・・・・~~.... ， ながら今日まで大切に保存されてきた天平から鎌倉時代の貴重な遺 j
; 産。知将真田父子によって築かれた城跡、城下町の静かなたたす、ま ;

い。史実と観光都市として誇りに思います。 )

.._，...../.，_..….../........../'............/................'-，..../.........，.J..'-......./.........../ . .._...../.._...../.........../……........./...........J........ .. ./......... .. f.._...v . ._，.................../'v..J.'oJ.，./.._.....…ぃ…)VVV 〉 V 〉 vvvvwvvrj

!ー一 関 jja u j 
、 ・ー・二} 坦二;

面並 行 • -，引州主 ‘寸 柑 U¥?
和美 jj ヘ.ァヘ 口一:
31江 ii ぜ ん品¥ す??;

23年三二Z 〈く 、 / 日 千・

歳Alf:; -/i 話:;
中生 s~ ~ r -1. ! 志 己 〉

央まんけ E J(i 島 「づ 中れん;
西れ Jt j- l i 

l jj」 -3tF LJ竪 )
、① 20歳をとうに過ぎているにもかかわらず、まだ ①子供達もやっと手がかからなくな ってきたので;

i 青春のまっただ中つのつもりの私は「人聞はお jj 具体的には考えていません祇これからは、何か ;

Tくんだ」ということば ii 長く続けられるものをはじめた いと思っていま j
、爪民、ιー T~t.: J: ~ ~ すo

" A 信 l4--l"l L--..んム h i; ②一緒に成人式をした人達と、夏の盛りに、 附 j
) S 林の下草刈りをし、その報酬とし て得たお金で J

んで行こうと思います。 ::  町に街灯を寄付したり、スイカ をし よっ て夜の:

② 3月生まれの私は、 20歳の誕生日を迎えたその s s 浅間山に登山したり、とても楽しかったですo ~ 
年に社会人となりました。学校の仲間から 5円 :? ③自分の行動に責任が持てる社会人に なってく だ ;

玉の入った“大人" と書かれたパースディカ- (: ;: えし
ノ 1 /J く〈 cv

ドをもらい、 「おめでとう 」のことばとともに 〉 ; ④好きなところは、近代的な中に古い遺産がう ま !

卒業しましたが、その時改めて H 大人の仲間入 j j く調和していることです。 i 
り " ということを実感しました。~ s きらいなところは、千曲川によ って市が二つに{

; ③ 一人前として見られる以上、自分の行動には責 ?! 分かれているため、特に朝など、川西川市内 j
i 任を持たなければいけないと思います。 ? ? への交通が不便なことです。 ; 

; ④好きなところは、市民の憩いの場がだんだん増 j i 
i えてきたことと、公固などのいろいろな動物を 5S 
j 大事に育ててくれている人達がいることですo S S 
i きらいなところは、行政の物事に取りくむ姿勢 ji 
i が比較的、型にはまりやすい傾向にあることですo i i 
S"'V'..rv"V'百人へ/v"'八/V'v--v'/'./-叫んv一一明./'V"..rv"'..r"""'./"V"''/> >_ レムヘ.rv.~...r-...rv~"V~-v... /v凶
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②私の
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お知らせ
え

成

人

式

の

つ

、.，."
」圃'

案

内

ロ
同
院

主
￥
宇広」

は

た

ち

に

な

勺

れ

る

皆

さ

ん

を

印
刷
祝
っ
て
、

市
で
は
一
月
十
五
日

ω成
人

内
川
副
支

印
刷
の
日
に
、
市
民
会
館
で
成
人
式
を
行
い

醐
約
ま
す
。

J
¥

成
人
さ
れ
る
皆
さ
ん
は

「は
た
ち
」

一

に
な
ら
れ
た
こ
と
を
、
人
生
の

一
つ
の

一

「
節
」
と
し
て
、
ま
た
社
会
の
一
員
と

一

し
て
の
自
覚
を
高
め
、
将
来
を
考
え
る

号
意
義
あ
る
日
に
し
ま
し
ょ
う
。

ハh
u却

今

年

、

成

人

さ

れ

る
約
一
千
五
百
名

第
の
償
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
四
年
四
月
二

/

H
t
・
-
ニ
十
五
年
四
日
〆

H
t
f
-
L
E

社
会
教
育
課

宮
⑫
4
1
0
0内
線
5
5
2

~

こ
の
調
査
は
、
毎
年
国
が
行
う
も
の

号
亡
、
す
べ
て
の
生
産
活
動
を
行
っ
て
い

切

る
事
業
所
を
対
象
に
、
組
織
、
従
業
員

口
6

:市と市教育委員会は、今年の成人式を市民会館 1か
:所て・行うことに決めました。
:市全蛾を対象とした成人式は 3年ぶりのことで、今
i年成人される 1，500名の皆さんが集まるにぎやか成
i人式になります。

(写真は昨年の成人式での 1コマ)

ま
れ
た
人
で
す
。

十
二
月
一
日
現
在
で
住
民
登
録
を
さ

れ
て
い
る
新
成
人
該
当
者
に
、
成
人
式

の
案
内
状
を
発
送
し
て
あ
り
ま
す
が
、

万
一
、
案
内
状
が
届
か
な
い
人
で
も
式

に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。当

日
は
、
未
来
あ
る
新
し
い
成
人
者

を
祝
い
励
ま
す
た
め
に
、
関
係
団
体
の

代
表
に
多
数
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
す。

と
き
:
・

一
月
十
五
日

ω(成
人
の
日
)

午
後

一
時
三
十
分
か
ら

と
こ
ろ
・
:
上
田
市
民
会
館
(
大
ホ

l
ル
)

お
願
い
・
・
・
当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
自
家
用
車
で
の
出
席
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

マ
イ
カ
ー
で
の

参
詣
は
避
け
よ
う

善
男
・
善
女
で
に
ぎ
わ
う
信
濃
国
分

寺
八
日
堂
縁
日
は
、
今
年
も

一
月
七
日

間
・
八
日

ωの
両
日
、
聞
か
れ
ま
す
。

今
年
は
、
信
濃
国
分
寺
資
料
館
建
設

工
事
中
の
た
め
、
史
跡
公
園
内
は
臨
時

駐
車
場
と
し
て
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

で
き
る
だ
け
マ
イ
カ
ー
で
の
参
詣
は
避

け
、
パ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

市
営
住
宅
の

補
充
入
居
者
募
集

管
理
課
住
宅
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
3
4
5

有
線
②
0
7
3
1

昭
和
五
十
五
年
の
市
営
住
宅
補
充
入

居
者
募
集
を
、

一
月
十
日
附
か
ら
同
二

十

一
日
刊
ま
で
行
い
ま
す
の
で
、
希
望

者
は
、
市
役
所
管
理
課
(
二
階
)
へ
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
住
宅
・
・
・
市
内
全
域
の
市
営
住
宅
団
マ

地。

申
込
み
資
格
:
・
①
市
内
に
住
ん
で
い
る

か
、
市
内
に
勤
め
先
き
の
あ
る
人
で
、

什
江
寸

t
H
L
回
出
っ

7

、ぃ，
9
i八
。

は
、
お
も
ち
に
附
す
る
注
意
を
・

7
・一

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

小
さ
く
ち
ぎ
っ
て
食
べ
ま
し
ょ
う

め
な
ど
の
海
草
川
刷
を
そ
え
て
く
だ
さ
い
。

特
に
、
川
氏
秘
が
ち
な
人
に
は
必
要
で
す
。

こ
の
他
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
に

②
公
営
住
宅
入
居
基
準
に
該
当
す
る

人
。
(
例

1
扶
養
親
族

一
人
の
場
合
、

第

一
種
住
宅
で
百
五
十
七
万
二
千
円

以
上
二
百
二
十
五
万
七
千
九
百
九
十

九
円
以
下
。
第
二
種
住
宅
で
百
五
十

七
万

一
千
九
百
九
十
九
円
以
下
)

家
賃
・
:
一
千
円
か
ら

一
万
八
千
円
。

抽
選
日
と
場
所
:・

一
月
三
十
日
刷
、
市

役
所
六
階
会
議
室
で
午
前
九
時
か
ら
。

入

居

:
・補
充
入
居
で
す
の
で
、
希
望

す
る
団
地
の
住
宅
が
あ
い
た
と
き
、
入

居
の
順
番
に
従
っ
て
入
居
で
き
ま
す
。

そ
の
他
・
・
・
五
十
四
年
に
申
込
ま
れ
入
居

で
き
な
か

っ
た
人
も
あ
ら
た
め
て
、

募
集
期
間
内
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

結
果
の
お
知
ら
せ

保
健
予
防
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

有
線
②

0
7
2
1

昨
年
の
八
月
二
十
日
か
ら
十
月
八
日

ま
で
の
問
、
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
(
間

接
撮
影
)
を
各
地
区
で
実
施
し
ま
し
た

が
、
そ
の
結
果
、
「
改
め
で
精
密
検
診
が

必
要
」
と
す
る
人
に
は
、
本
人
に
通
知

を
し
て
、
十
二
月
四
日
ま
で
に
、
再
度

検
診
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、

異
常
の
な
か
っ
た
人
に
は
、

特
に
通
知
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ

の
広
報
を
も
っ
て
結
骸
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

詩
w
の
伊
胃
止
口
仁

、

lF
t
L
d
せ
て
い
井
、

r
;
z

が
山
山
な
い
で
者
し
む
の
で
、
お
水
や

お
茶
会
」
飲
ま
せ
て
、
お
も
ち
を
け
1

く

飲
み
込
ま
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
司

+品、

ま
す
。

ス
キ
!
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
員
を追

加
募
集

体
育
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
5
5
5

有
線
②
0
8
7
1

上
田
市
で
は
、
ス
キ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
団
員
を
追
加
募
集
し
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
皆
さ
ん
は
左
記
要
綱
に
よ
り
、

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員
:
・小
学
校
四
年
生
八
名
、
五

年
生
八
名
、
六
年
生
六
名
。

会

費

:
・
一
人、

一
万
三
千
三
百
四
十

円
(
年
会
費

一
万
円
、
入
会
金
三
千

円
、
保
険
料
三
百
四
十
円
)

申
込
み
方
法
:・

一
月
十
日
附
か
ら
市
役

所
体
育
課
(
四
階
)
で
受
付
け
ま
す

の
で
、
保
護
者
が
会
費
、
印
鑑
持
参

の
う
え
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

J、
J.I:. 

有宮画
穆⑫課
② 4統
o 1計
8 0係
3 0 
2内

線

5 
4 

れっ

1せ十
1 い一
。に円

「

工十
業 一
統日
計現
調在
きで

か全
fr匝l
わい



今
年
、
成
人
さ
れ
る
約

一
千
五
百
名

の
皆
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
四
年
四
月
二

日
か
ら
二

J

十
五
年
四
月

J

日
ま
で
に
生

理
圃
腫
彊
週
明
唱
曙
唱
沼
-Jの

号
て
、
ナ
ヘ
て
の
乍
尾
崎
動
を
行
っ
て
い

郎
る
市
長
引
所
を
対
象
に
、
組
織
、
従
業
日

n
x
u
 

話
料
叫
、
製
造
品
川
を
則
的
問
川
に
し
、
製
造

一

的
動
の
状
態
を
川
ら
か
に
す
る
も
の
で
、

一

市

町
村
の
行
政
や
経
済
政
策
に
役
也
て

一

る
資
料
を
得
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

」
/
調
査
の
ド
刀
法
は
、
調
査
員
、
が
調
査
察

川
町
一
を
持

っ
て
伺
い
、
記
入
方
法
な
ど
を
説

聞
酬

明
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

年
邸

町
一
柑
お
願
い
し
ま
す
。

内
岡
山

句

d

附
抗

/
l
¥
 

だえ

正
月
と
お
も
ち

つロ岡山戸
+
g
+
 

広口
u引

A
7
月
は
、
ど
こ
の
お
宅
で
も
正
月
用

1

の
鏡
も
ち
と
と
も
に
、
お
も
ち
を
ご
用

咋

意
な
さ
る
と
思
い
ま
す。

戸

h
d和

お
米
を
主
食
し
て
い
る
私
達
に
と
っ

刀
ロ

n
寸

て
、
お
も
ち
は
正
月
に
欠
か
せ
な
い
ご

一

ち
そ
う
の

一
つ
で
す
が
、
食
べ
方
を
誤

一

る
と
栄
建
の
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
た
り
、

作

ま
た
お
も
ち
が
の
ど
に
つ
か
え
る
な
ど

一

忠

わ
ぬ
事
故
に

つ
な
が
り
ま
す
。
今
回

t
h

る
b
&
h
J
「い

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

小
さ
く
ち
ぎ
っ
て
食
べ
ま
し
ょ
う

子
供
さ
ん
や
わ
年
志
り
が
お
も
ち

を
の
と
に
つ
か
え
た
例
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
お
も
ち
は
食
べ
や
す
い
よ
う
に
、

小
さ
く
ち
ぎ

っ
て
食
べ
る
よ
う
に
習
慣

づ
け
ま
し
ょ
う
。
こ
と
に
、
っ
き
た
て

の
お
も
ち
は
、
こ
し
が
強
い
上
に
お
い

し
さ
が
手
伝
っ
て
、
つ
い
大
口
に
食
べ

や
す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

よ
く
か
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う

ツ
パ
の
中
に
は
、
で
ん
ぷ
ん
を
溶
か

す
は
た
ら
き
が
あ
る
の
で
、
か
む
こ
と

に
よ
っ
て
、
ツ
パ
が
お
も
ち
の
中
ま
で

し
み
込
ん
で
消
化
吸
収
が
と
て
も
良
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
か
む
こ
と
に
よ
っ

て、

お
も
ち
の
か
さ
が
増
え
て
お
胞
が

い
っ
ぱ
い
に
な
る
の
で
、
食
べ
過
ぎ
る

こ
と
も
な
く
な
り
ま
す
。

食
べ
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

お
も
ち
は
ご
は
ん
に
比
べ
、
た
ん
ぱ

く
買
も
含
水
炭
素
も
多
く
含
ま
れ
て
い

て
、
こ
れ
自
体
適
量
で
あ
れ
ば
、
非
常

に
よ

い
食
品
で
す
。
栄
養
価
も
四

m
×

六

倒、

厚
さ
一

m
の
大
き
さ
の
お
も
ち

一
つ
で
、
ご
は
ん
約
一
杯
に
相
当
す
る

栄
養
価
が
あ
り
ま
す
が
、
形
が
小
さ
い

の
で
う
っ
か
り
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
う
と

肥
満
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

お
も
ち
だ
け
で
食
べ
な
い
こ
と

普
か
ら
、
お
も
ち
に
大
根
お
ろ
し
は

付
き
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
食
べ

る
時
に
は
、
必
ず
野
菜
や
の
り
、
わ
か

申
込
み
資
格
:
・
①
市
内
に
住
ん
で
い
る

か
、
市
内
に
勤
め
先
き
の
あ
る
人
で
、

住
宅
に
困
っ
て
い
る
人
。

め
な
と
の
海
草
煩
を
そ
え
て
く
だ
さ
い
。

特
に
、
便
秘
が
ち
な
人
に
は
必
要
で
す
。

こ
の
他
、
パ
ラ
ノ
ス
の
と
れ
た
食
事
に

す
る
た
め
に
、
あ
べ
か
わ
も
ち
の
憾
に

キ
ナ
コ
を
始
め
、
一
日
向
、
卵
、
魚
、
肉
、

午
礼
、
チ
l
ス
な
と
の
た
ん
ぱ
く
引
や

バ
タ
ー
な
ど
の
脂
肪
を
つ
け
加
え
て
い

た
だ
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

入
歯
の
人
は
の
ど
の
つ
か
え
に
注
意

前
歯
が
あ

っ
て
も
奥
歯
が
な
い
な
ど

で
入
歯
に
な

っ
て

い
る
人
は
、
自
分
で

は
お
も
ち
を
か
ん
だ
つ
も
り
で
も
、
実

際
に
は
う
ま
く
か
む
こ
と
が
で
き
ず
、

瞬
間
的
に
お
も
ち
が
の
ど
に
人

つ
で
っ

か
え
て
し
ま
う
と
い

っ
た
、
歯
の
丈
夫

な
人
に
は
考
え
ら
れ
な
い
事
故
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
入
歯
の
人
は
、
お

も
ち
が
の
ど
に
つ
か
え
な
い
よ
う
、
気

を
つ
か

つ
て
く
だ
さ
い
。

お
も
ち
が
の
ど
に
つ
か
え
た
ら

①
体
を
さ
か
さ
に
し
て
、
北
川
巾
を
強
く

た
た
い
で
み
て
く
だ
さ
い
。

②
指
で
舌
の
奥
を
刺
激
し
て
、
は
き
山

さ
せ
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

気
管
へ
入
っ
て
し
ま
っ
た
時
は
、
無

理
に
指
を
入
れ
る
と
か
え
っ
て
奥

へ

押
し
込
ん
で
し
ま
う
危
険
が
あ
る
の

で
、
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

③
dwき
込
ん
で
背
し
ん
で
い
る
時
は
、

気
符
へ
入
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
前
か
が
み
に
し
て
北
川
中
を
た
た

い
て
、
吐
き
出
さ
せ
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

④
食
道
で
っ
か
え
で
い
る
場
合
は
、
山
判

持
に
通
知
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ

の
広
報
を
も
っ
て
結
核
レ

ン
ト
ゲ
ン
検

診
の
報
告
に
、
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

が
山
山
な
い
で
苦
し
む
の
で
、
お
水
や

お
茶
を
飲
ま
せ
て
、
お
も
ち
を
円
十
〈

飲
み
込
ま
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

以
し
し
の
こ
と
は
、
と
っ
さ
に
や
る
八

き
応
急
子
中
ー
で
す
っ
背
し
み
が
続
く
川

は、

什十
急
に
医
師
の
子
hvJ
を
受
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

職
場
の
管
理
と

監
督
技
法
の

講
習
会
を
開
催

上
小
高
等
職
業
訓
練
校

宮
⑫
2
6
6
6

上
小
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
中
小

企
業
の
事
業
主
お
よ
び
監
理
監
督
者
を

対
象
に
、
「
職
場
の
管
理
と
監
督
技
法

の
講
習
会
」
を
行
い
ま
す
の
で
、
多
数

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と

き

:
¥
一月
四
日
刊

・
五
日

ωの
e

一

口
問
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
同
時
。

と
こ
ろ
・

:
k
小
尚
等
職
業
訓
練
校
。(犬

神
A

一
r目
)

受
講
料
:・

一
人
、
四
千
円
。
(
テ
キ
ス

ト
代
を
含
む

)

定

員

:・一
-

4

卜
名
。
た
だ
し
、
定
員
に

な
り
次
第
、
締
切
ら
せ
て
い
た
、
だ
き

ま
す
。

十
二
月
つ
-
卜
.
日
現
在
で
、
全
国
い

っ
せ
い
に
「
工
業
統
計
調
査
」
が
行
わ

れ
ま
す
。

「中
電
料
理
教
室
」
の

受
講
者
を
募
集

中
部
電
力
上
国
営
業
所

8
2
1
2
4
0
 

小
却
屯
力
で
は
、
い
州
人
の
山
口
さ
ん
斗

e

対
象
に
、
料
珂
教
室
の
受
議
行
を

-
H

七
日
開
か
ら
募
集
し
ま
す
c

治
朗
日
さ
れ

る
ト
刀
は
、
上
国
営
業
所
サ
ー
ビ
ス
・
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
諜
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

と
き
・
:
‘
月
十
じ
日
山
か
-
勺
-
二
パ
末

日
ま
で
の
第
-
・
第
7
4
木
・
雌

H
、
午

後
.
時
二

e

卜
分
か
ら
ご
，
時
二
-
ト
円
分
。

と
こ
ろ
・
:
中
部
電
力
上
出
uH業
所
・
会

議
室
。

会
費
・
:
材
料
代
と
し
て
、

a

問
問
百

円
程
度
。

定
員
:
・
:4
十
名
。

(
定
日
付
に
な
り
次

第
、
締
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
J

.5.)"" 

灯油 ・プロパン情報協力庖販売価格(1月l日以降)

占む 包 lji_ f立; 安 fili r:""‘，'j f直;

J，lilitl 
1，080円 1，170ドl

18e 
( 1，044f可) ( 1，0801']) 

H ifU 同己i主
1，1601'] 1，2601'] 

( 1，080ILJ) ( 1， 2201~ 1J 

2以)e 同己i量
12.600ド] 13，2001'J 

(11，4σOf1l> (12，4以}ドJ)

7"口"ン 5m' 
2.0C的ド1 2.1001'] 

( 2，0∞円) (2，085ドJ)
( )内;:12川3111までの販売価格でオ

これは情報鑓悦也力広町価格圃重加結軍から価格をあ・知らせし rいる t
ので.巾内量目;q)販売価情て"U.J川まぜん



だ 昭和55年 1月 1日一一一一(8)ーえつ/第回6号 「ZTZZZ品23)一一一広報

「下水道水洗化 」
普及率80%にJ

くらしを守るあなたの国民年金

(目標年金課国民年金係2⑫4100内線284・有線②0711)

⑫ 

20歳ではいろう国民年金

下水道工事がすすむ材木町

90 %以上自治会 80 %以上自治会

自治会名 普及率 自治会名 普及率

末広 町 99% 大手町 89% 

下川原柳町 95 上房山 88 

下 紺 屋 町 93 諏訪部 88 

木 四I 92 本 岡]ー 87 

北大手 91 丸堀町 87 

馬場町 90 鷹匠町 86 

田 回I 90 袋 IIIT 84 

b下水道水洗化についての相 松尾町 84 

談は市役所下水道課(2階)
鍛冶町 83 

へ。 8⑫4100内線357

[>*洗化工事は上田市下水道 海野町 83 

指定工事庖に依頼してくだ
柳 岡]ー 81 

さい。

工事庖組合8⑪1329 原 回T 80 

自治会別下水道普及状況 (54年12月10日現在)

成人を迎えられたみなさん、おめでとうございま

す;。歳になると、成人として多くの権利 と義務が生

tれますが、国民年金に加入するのもそのひとつです。

国民年金は、農林漁業、商工業、サーピス業など

を自営する人とその家族、これらの職種で、従業員

以来満の経営体に雇われる人々とその家族のため

に、国が行っているわが国では一番大きい年金制度

です。
国民年金には、すでに2，800万人が加入し、500万

人以上がこの制度から年金を受けています。

この制度に加入すれば、年をとったり、障害者や

母子世帯などになったときに、年金を受けて生活の

安定をはかることができます。

最近は、 日本が世界の長寿国のトップグループと

なりましたので、老後が長くなっています。ですか

ら、老後の生活設計をいまから考え、準備しておか

なければなり ません。

加入される方は、国保年金課国民年金係か各支所

へ印鑑持参の上、お申込みください。

(困

農
村
環
境
改
善

ご
寄
付
お
礼

(ケ

l
ス
付
)

セ
ン
タ
ー
へ

マ
山
越
完
吾
様
(
東
京
都

提出時期が変わる老齢年金の現況届

社会保険庁は、国民年金の老齢年金、通算老齢年

金を受けておられる皆さんに、毎年、現況届の用紙

をお送りしています。これは、皆さんに大切な年金

を間違いなく受けとっていただくため、どうしても

必要な書類です。

この現況届は、従来、皆さんから 2月15日までに

提出していただきましたが、今年の 4月からは提出

時期が変わることになりました。

このため、 4月以降に生まれた方は、ご本人の生

Hの末日までにf是出していただくことになります。

しかし、 1月から 3月までに生まれた方は、今年だ

けこれまでどおり 2月15日までにf是出してください。

i見況屈の用紙は、提出時期のおよそ 1か月前にお

送りしますから、必要な事柄を記入の上、早めに市

役所市民課か各支所で証明を受け、社会保険庁へ返

送してください。

マ
兵
庫
県
出
石
町
出
石
皿
蕎
麦
組
合
様

花
び
ん
一
個
市
制
六
十
周
年
姉
妹

都
市
提
携
記
念
と
し
て

マ
上
回
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
犠
四
十

万
円
社
会
福
祉
事
業
資
金
と
し
て

マ
上
旺
紘
ぽ
物
協
同
組
合
様
組
写
真

f

ネ

ル

一

示

用

な

ど

と

し

て

'，....，........."...................，.................................. 

市
で
は
、
下
水
道
を
早
期
に
有
効
使

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
昭
和
五
十
三

年
七
月
か
ら
下
水
道
課
に
「
水
洗
化
普

及
専
門
相
談
員
」
を
置
き
、
下
水
道
使

用
可
能
区
域
の
み
な
さ
ん
の
水
洗
化
を

積
極
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。
昨
年
十

二
月
十
日
に
は
、
水
洗
化
済
戸
数
が
五

十
四
年
度
目
標
の
年
間
七
百
戸
と
な
り
、

本
年
度
目
標
を
三
ヵ
月
も
早
め
て
達
成

し
ま
し
た
。

各
自
治
会
の
普
及
状
況
も
順
調
で
、

八

O
%以
上
は
十
九
自
治
会
と
な
り
、

こ
の
う
ち
、
九

O
%以
上
は
七
自
治
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。
(
上
表
参
照
)
昨

年
度
で
九

O
%以
上
は
、
末
広
町
だ
け

で
し
た
の
で
、

A
7
年
度
に
な
っ
て
六
自

治
会
が
増
加
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
全
体
で
は
、
使
用
可
能
戸
数
五
千

戸
余
り
の
う
ち
、
水
洗
化
済
戸
数
は
四

千
戸
余
り
と
な
り
、
普
及
率
八

O
%と

順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
も
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
木
洗
化
に
対
す
る
関
心

が
、
急
速
に
高
ま
っ
て
き
た
か
ら
と
忠

わ
れ
ま
す
。

水
洗
化
に
よ
り

快
適
な
生
活
を

下
水
道
使
用
区
域
内
で
、
水
洗
化
さ

れ
て
い
な
い
み
な
さ
ん
は
、
い
ろ
い
ろ

な
事
情
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
下

水
道
施
設
を
み
ん
な
で
有
効
に
利
用
す

る
う
え
か
ら
、
一
日
も
早
く
水
洗
化
さ

れ
、
情
認
な
環
境
づ
く
り
と
快
適
主
主

尋
喝

s
t
A
K
-
-

H
A

ば
八

。

マ
株
式
会
社
八
十
ニ
銀
行
三
好
町
支
広

様

瞬

間

渇
沸
器
-
個
報
恩
寮
ヘ

マ
中
村
洋
子
様

(
築
地
)
も
ち
つ
き



成人を

す。

20歳に

まれます

国民年

を自営す

5人未j簡

に、国

です。

国民年

人以上が

この制

母子世帯

安定をは

最近は、

なりまし

ら、老後
なければ.

加入 さ

へ印鑑持

社会保

金を受け

をお送 り

を間違い

必要な書

この

提出し てし

時期が変

このため

月の末日ま

しかし、 1 

けこれま

現況届の

送りします

役所市民課

送してくだ

同
【
勺

n
目第一

マ
古
畑
元
治
樟

(
大
手
こ

一

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
へ

一
マ
甲
田
茂
雄
様

(

緑

が

丘

二

林

釦

昌
徳
横

(
中
央
西
一
一
)

和
田
富
太
郎

間
側
様
(
金
剛
寺
)
深
町

守

様

(
山
口
)

昨
制
リ
モ
コ
ン
式
ポ
l
ル
時
計
本
庁
玄
関

H
1
3
 

ぽ

前

へ

一
マ
上
田
市
農
業
協
同
組
合
婦
人
部
様

一

二
十
八
万

一
千
四
百
十
五
円
、
黒
靴
ほ

だ
か
七
十
点
現
金
は
社
会
福
祉
事
業
資

え

金
と
し
て
、
品
物
は
社
会
福
祉
施
設
へ

マ
久
保
山
悟
横

(
常
磐
城
六
)
二

-
つ
万

一
千
二
十
三
円
老
人
福
祉
セ
ン
タ

報

|

活

動

資
金
と
し
て

広
マ
小
島
茂
嘩
横

(
中
央
西
二
)
ピ
ア

一

ノ
一
台
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

一
マ
荒
井
鉄
雄
様

(
前
橋
市
)
子
供
用

一

自
転
車
六
台
母
子
寮
ほ
か
三
施
設
へ

一
マ
県
農
業
士
協
会
様
蜂
蜜
十
本
、
粟

日
六
袋
な
ど
七
点
母
子
寮
ほ
か
五
施
設
へ

l

マ
日
本
マ
イ
ク
ロ
写
真
株
式
会
社
横

悶
花
月
文
庫
な
ど
国
文
学
関
係
図
書
の
マ

昨
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
図
書
館
へ

都
マ
世
良
田
き
く
犠
(
倉
升
)
五
万
円

昭
報
恩
寮
へ

一
マ
株
式
会
社
宮
下
組
様
児
童
の
鋳
像

一

一
個
、
時
計

一
個
農
村
環
境
改
善
セ

旧

ン

タ

l

へ

一
マ
宮
島
静
江
様

(
岩
門
)

(
ケ
ー
ス
付
)

セ
ン
タ
ー
ヘ

マ
山
越
完
吾
様
(
東
京
都
)
洗
剤
六

梱
、
石
け
ん
-
一
十
四
梱
社
会
福
祉
施

設
へ

マ
清
水
国
太
郎
様

(
桜
台
)
丸
額
・

角
額
各
二
枚
、
丸
盆
一
個
、
世
界
の
名

著
ほ
か
書
籍
九
十
冊
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
へ

マ
有
限
会
社
東
郷
堂
様

二
十
万
円

社
会
福
祉
事
業
資
金
と
し
て

マ
信
越
放
送
上
田
放
送
局
様
七
万
円

社
会
福
祉
事
業
資
金
と
し
て

マ
県
農
業
士
協
会
様

五

万

円

社

会

福
祉
事
業
資
金
と
し
て

マ
中
村
実
様

(
黒
坪
)
農
民
美
術
・

上
田
獅
子
一
点
市
制
六
十
周
年
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
資
料
と
し
て

マ
塩
入
良
道
様

(
国
分
)
蘇
民
将
来

符
一
点
市
制
六
十
周
年
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
資
料
と
し
て

マ
半
田
孝
淳
様

(
別
所
温
泉
)
別
所

北
向
観
音
絵
馬
一
揃
市
制
六
十
周
年

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
資
料
と
し
て

マ
上
民
地
織
物
協
同
組
合
様
上
田
町
縄

製
品
四
点
市
制
六
十
周
年
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
資
料
と
し
て

マ
日
本
専
売
公
社
上
田
営
業
所
様
た

ば
こ
・
塩
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
一
揃
、
種

類
別
製
造
た
ぱ
守
二
式
市
制
六
十
周

年
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
資
料
と
し
て

マ
兵
庫
県
出
石
町
観
光
協
会
様
但
馬

国
出
石
大
名
行
列
絵
図
市
制
六
十
周

年
姉
妹
都
市
提
携
記
念
と
し
て

(国

農
村
環
境
改
善

ご
寄
付
お
礼主圭

"7 

面

飾
り
ま
り

マ
兵
庫
県
出
石
町
出
石
皿
蕎
麦
組
合
様

花
び
ん
一
個
市
制
六
十
周
年
姉
妹

都
市
提
携
記
念
と
し
て

マ
石
田
修
様

(
兵
庫
県
出
石
町
)

十
万
円
市
制
六
十
周
年
姉
妹
都
市
提

携
記
念
と
し
て

マ
成
沢
定
平
様
(
東
京
都
)

二
万
円

社
会
福
祉
事
業
資
金
と
し
て

マ
上
田
口
ー
ヲ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
四
十

万
円
社
会
福
祉
事
業
資
金
と
し
て

マ
上
民
雄
ぽ
物
協
同
組
合
様
組
写
真

パ
ネ
ル
二
組
展
示
用
な
ど
と
し
て

マ
小
松
文
子
様
(
大
手
二

)

一

万

円

目
の
悪
い
人
の
た
め
に

マ
橋
詰
金
蔵
様
(
群
馬
県
嬬
恋
村
)

高
原
野
菜
一
千
個
宝
池
園
ほ
か
三
施

飲酒運転

... '............'. 
水
道
施
設
を
み
ん
な
で
有
効
に
利
用
す

る
う
え
か
ら
、
一
日
も
早
く
水
、
生
化
さ

れ
、
清
潔
な
環
境
づ
く
り
と
快
適
念
生

梓
閉
会

E
ー
し
て
い
久
九
だ
~
!
き
久
~
ぃ

h
卒
。
す
。

抗
日
凶
八
。

マ
株
式
会
社
八
十
二
銀
行
三
好
町
支
庖

様

瞬

間

湯
沸
器
-
個
報
恩
海
部
へ

マ
中
村
洋
子
様
(
築
地
)
も
ち
つ
き

一

式

泉
田
保
育
園
へ

以
上
の
皆
様
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

4
反
応
が
遅
く
な
る

前
方
の
危
険
に
対
し
て
、
ブ
レ
ー

キ
を
踏
む
の
に
時
間
が
か
か
り
、
す

ぐ
に
止
ま
れ
な
く
な
る
ー
な
ど
、
と

っ
さ
の
判
断
が
鈍
り
、
動
作
が
遅
れ

が
ち
に
な
る
。

5
運
転
勤
作
が
ぎ
こ
ち
な
く
な
る

小
脳
の
は
た
ら
き
が
低
下
す
る
た

め
、
ハ
ン
ド
ル
操
作
、
ギ
ア
・
チ
ェ

ン
ジ
な
ど
、
ス
ム
ー
ズ
な
動
作
が
し

に
く
く
な
る
。
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附
次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

刷
れ
つ
つ
し
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た

/
l

、
一

し
ま
す
。

一

堀
内
義
信
さ
ん

一

中

央

六

丁

目

(

鍛

冶

町

)

一

ぷ

原

た

み

子

さ

ん

院

内

ド

堀

込

千

鶴

子

さ

ん

上

青

木

別

丙

川

国

街

さ

ん

上

室

賀

第
藤
作
は
る
を
さ
ん

だ 昭和55年 1月1日一一一一(10)ーえつ

基本的

理解のために

同和問題を考える l 

十
一
月
三
十
日
現
在

16日

差
別
を
な
く
す
た
め
の
や
む
に
や
ま

れ
ぬ
解
放
の
た
め
の
運
動
が
、
同
和
地
区

以
外
の
人
た
ち
に
は
、
同
和
地
区
の
人

た
ち
は
こ
わ
い
人
た
ち
で
あ
る
と
い
う

印
象
を
与
え
た
わ
け
で
し
ょ
う
か
。

現
伝
も
ど
う
し
て
も
表
に
出
し
て
反

省
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
差
別
事

件
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
糾
弾
集
会

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
部
落
差
別
解
消

と
解
放
の
た
め
の
活
動
と
し
て
時
に
よ

っ
て
は
力
に
よ
る
対
決
も
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
の
理
由
は
、
同
和
地

区
の
一
部
の
人
た
ち
の
職
業
生
活
の
表

わ
れ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
い
ま
す
と
、

上
塩
尻

矢

沢

八七 七六
一二六 O

春
原
左
右
平
さ
ん

山
崎
ト
リ
さ
ん

宮

森

栄

き

ん

中
央
三
丁
目
(
原
町
)

馬

場

多

賀

栄

さ

ん

上

塩

尻

依

田

け

さ

よ

き

ん

中

野

寺

島

せ

っ

さ

ん

神

畑

柳
原
と
く
を
さ
ん

踏
入
二
丁
目
(
踏
入
)

北
原
賢
太
郎
さ
ん

中
央
三
丁
目
(
馬
場
町
)

神
林
幹
雄
き
ん

中
央
二
丁
目
(
海
野
町
)

柳
沢
宗
次
郎
き
ん

下

青

木

工
藤
志
ん
さ
ん

中
央
北
一
丁
目
(
新
田
)

み

き

、

え

さ

ん

中

組

上
田
市
の
同
和
対
策
事
業
の
土
木
や
建
設

関
係
の
仕
事
に
つ
い
て
お
ら
れ
る
人
た

ち
に
つ
い
て
の
統
計
に
よ
り
ま
す
と
、

い
わ
ゆ
る
一
般
と
一
言
わ
れ
る
人
た
ち
は

五
・
三
%
、
そ
れ
に
ひ
き
か
え
同
和
地
区

の
人
た
ち
は
一
一
・
四
%
と
倍
以
上
の

数
に
な
っ
て
い
ま
す
。
貧
し
き
か
ら
進

学
も
で
き
ず
学
力
や
資
格
か
ら
作
業
的

現
場
関
係
の
仕
事
に
つ
い
て
い
る
人
が

非
常
に
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
や
さ

し
い
こ
と
ば
で
仕
事
が
進
め
ら
れ
る
で

し
ょ
う
か
。
常
に
身
体
的
危
険
も
つ
き

ま
と
い
ま
す
。
時
に
よ
っ
て
は
大
声
も

必
要
で
し
ょ
う
し
、
こ
と
ば
使
い
も
自

然
と
荒
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
仕

事
に
つ
い
て
お
ら
れ
る
人
た
ち
が
お
お
ぜ

七六
五九

小
林
ち
ょ
う
さ
ん

出
野
隆
晴
き
ん

中
央
四
丁
目
(
丸
堀
町
)

神

津

源

一

さ

ん

五

加

黒
沢
直
剛
さ

ん

中

組

井

沢

ひ

き

さ

ん

越

戸

六
川
ト

メ

ジ

さ

ん

中

吉

田

柳
沢
次
郎
治
さ
ん

中
央
北
二
丁
目
(
上
紺
屋
町
)
六
七

細

谷

観

之

助

さ

ん

西

野

竹

八

七

中

島

な

か

い

さ

ん

秋

和

七

四

重

野

豊

さ

ん

千

曲

町

六

七

河

西

清

作

さ

ん

み

す

ず

台

南

七

二

植

木

セ

キ

さ

ん

吉

田

八

一

宮
下
幸
吉
さ
ん

中
央
三
丁
目
(
田
町
)

清
水
/
プ
エ
さ
ん
巨
匠
自
町

院

内

八九八八
六 O 四九

七
九

七
八.

七
五

八
七

い
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
仕
事

か
ら
く
る
こ
と
ば
使
い
や
生
活
態
度
は

日
常
生
活
の
中
に
も
表
れ
る
の
が
当
然

で
、
こ
の
こ
と
を
私
た
ち
は
理
解
す
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。

姓
を
変
え
た
り
、
分
散
し
た
り
す
れ

ば
よ
い
と
思
い
ま
す
が
。

ど
こ
の
地
区
で
は
何
々
と
い
う
苗
字

が
同
和
地
区
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、

苗
字
に
よ
っ
て
同
和
地
区
が
わ
か
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
解
放
の
方
法
と
し
て
苗
字
を
変
え
た

り
住
居
を
変
え
て
分
散
す
れ
ば
よ
い

と
考
え
て
い
る
人
た
ち
も
い
ま
す
。
ま

た
、
同
和
地
区
の
中
に
も
苗
字
を
変
、
え

た
ら
何
と
か
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
悩

七

荒
井
シ
ジ
さ
ん

緑
が
丘
一
丁
目
(
新
屋
)

南

波

延

松

さ

ん

下

之

郷

柏

原

芳

男

さ

ん

八

木

沢

島

田

繁

子

さ

ん

黒

坪

小
山
は

な

さ

ん

福

田

坂

入

一

さ

ん

手

塚

平
能
や
す
子
さ
ん

緑
が
丘
一
丁
目
(
新
国
)

大
滝
テ
イ
さ
ん

踏
入
一
丁
目
(
踏
入
)

半

田

た

け

お

さ

ん

大

久

保

羽

田

亥

太

郎

き

ん

国

分

市

村

な

か

さ

ん

上

田

原

竜

野

今

朝

市

さ

ん

石

神

小

林

学

き

ん

小

井

田

古

平

正

措

吐

き

ん

岡

町

四
四

一一一一一
四
九

七
五

七
三

七
八

八八五八八七
九一四二四四

λ七
四三

ん
で
い
る
人
た
ち
が
案
外
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
同
和
地
区
と
い
わ

れ
る
地
域
は
一
般
に
村
は
ず
れ
の
環
境

的
に
も
あ
ま
り
良
く
な
い
と
こ
ろ
に
集

団
的
に
住
居
を
も
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
江
戸
中
期
政
治
的
に
つ
く
ら
れ
た

身
分
に
よ
っ
て
一
定
の
地
域
に
住
ま
わ

さ
れ
た
の
で
す
。
し
か
も
比
較
的
共
通

し
た
苗
字
が
多
い
事
も
事
実
で
す
。
こ

ん
な
こ
と
か
ら
苗
字
を
変
え
た
り
、
分

散
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
の
も
当
然
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

つ
づ
く

高
野
鉄
治
郎
さ
ん

長
峰
悦
夫
さ
ん

中
央
二
丁
目
(
海
野
町
)

宮
原
愛
子
き
ん

常
国
二
丁
目
(
北
常
国
)

森

初

子

さ

ん

下

本

郷

木

藤

こ

ま

さ

ん

浦

野

成
沢
、
つ
ら
さ
ん

緑
が
丘
二
丁
目
(
緑
が
丘
北
)
七

O

五

力日

八
九

四
六

七九六
九 O 五

訂
正
お
わ
び
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